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2 0 1 3 年 3 月 号 ( № 5 1 ) 

ウマがヒトに追 いつけない？議 論 のミス リー ドを防 ぐ方 法 は

会議で議論をしていると、論理的には正しく思えても実

は誤った結論を導いている場合があります。イメージを

しやすくするために事例で考えてみましょう。 

◆◆◆◆ウマとヒトウマとヒトウマとヒトウマとヒトの競走の競走の競走の競走 

ウマとヒトが競走することになりました。ウマの方が脚

が速いのでハンデとしてヒトのスタート地点を少し前

(Ｂ地点)にします。この条件で、はたしてウマはヒトに

追いつくでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

スタートからあっという間にウマはヒトのスタート地点

(Ｂ地点)に到達しました。さすがの脚力です。ところが

その間にヒトはＣ地点に到達していました。まだウマは

ヒトに追いつかないようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

その後、すぐにウマはＣ地点に到達しました。ところが

またしても、ヒトは先に移動(Ｄ地点)していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この考え方を繰り返すと「ウマがＤ地点に到達する間に

ヒトはＥ地点に」、「ウマがＥ地点に到達する間にヒトは

Ｆ地点に」…となってしまい『ウマは永遠にヒトに追い

つけない』という“誤った”結論になってしまいます。 

◆◆◆◆数字で考える数字で考える数字で考える数字で考える 

このようなミスリードを防ぐためには、議論するさいに

「具体的な数字で考える」というのがひとつの方法です。

事例の場合だとウマの速度を「秒速２０ｍ」、ヒトの速度

を「秒速１０ｍ」、ハンデを「４０ｍ」などの数字で表す

と、スタートから４秒後に、Ｂ地点から４０ｍの地点(Ｘ

地点)で追いつくことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネスの会議でも、あいまいに議論すると結論を誤る 

可能性があるので、経営数字で考えることが大切ですね。 
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